
２０２０／１２／２６ （土）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

運送業の労災、とにかく多い、「転落・挟まれ」

運転手 積み降し作業時、荷台から転落事故多発
運転手が荷主企業・現場などで荷物を積み降しする際に荷台から誤って転落して負傷する例が目立っている
今後、高所作業での積み降し時に脚立や足場の点検を十分に行うようにしましょう

◇見た目でアイスバーンではないと判断しないこと◇
◇滑ることを前提にした運転を心がける◇

◇凍結路面 スピードを落とし、車間距離をとり、急ハンドルを控えましょう◇

冬道での追い越し・車線変更は事故に直結
危険な追い越し 生命の危険

冬道は…見えない、滑る、曲がれない、止まれない

気を付けないと･･･
落ちるぞ！ すべるぞ！ ぶつかるぞ！

◇足を滑らせ、荷台からの転落にも注意しましょう◇

夕暮れの時間帯は要注意
午後４時～午後６時が最も多く、次いで午後６時～午後８時が多い

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

◆作業前、『事前打合せ』を行い、安全に作業を行いましょう◆

○ 積み降し作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう
○ 鋼材、資材の積み降し作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み降し作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

敷き鉄板の積み降し作業時 ユニック作業に注意しましょう
「吊り下」には 、絶対、絶対･････入らないこと 『逃げ場』の確保

ワイヤー、フック、シャックルの安全点検

◇見直そう 「慣れ」の作業◇
積み込みや付帯作業にも注意が必要

○ 荷崩れ、作業者が巻き込まれ死亡
○ ユニック車で積込作業中、吊り荷が落下、ドライバーが下敷き、死亡

朝6時 トラック単独のスリップ事故きっかけに…
止まった後続車に乗用車等が次々追突 計11台絡む事故に

◇道内各地にブラックアイスバーン出現 峠で、橋で、カーブで、スリップ事故多発 ◇
◇車間距離を十分にとろう 滑って、追突を未然に防止しよう◇

２０２０／１２／２２（火） １２：０５
２２日午前６時ごろ、石川県でトラックがスリップしてカーブを曲がり切れず、単独事故を起こしました。そ

の後、事故のため止まった後続車に乗用車などが次々と追突し、合わせて１１台が絡む事故となりました。この
事故で１人が首に痛みを訴えて病院に運ばれましたが、命に別条はないということです。

深夜12時 軽トラックはみ出し、大型トラックと正面衝突
軽トラックの男性死亡

◇目がかゆいは眠気のサイン 運転時の休憩は２時間ごとに◇
◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇

２０２０／１２／２２（火） ５：３０
２２日深夜１２時５０分頃、静岡県の国道交差点付近で、男性（５２）が運転する軽トラックと大型トラックが正面衝

突しました。軽トラックの男性は病院に搬送されましたが、間もなく死亡しました。警察によりますと、軽トラ
ックが中央分離帯を乗り越え反対車線に飛び出し、対向車線を走ってきた大型トラックと衝突したという。

トラックなど複数の車両が絡む事故
トラック横転、積荷のブロック散乱、
道路ふさぐ、一部区間で渋滞

２０２０／１２／２２（火） １２：４１
２２日午前１１時半ごろ、埼玉県の首都高速のインター付近で、トラックなど複数台が絡む事故があった。１人が

車の中に取り残されているということで、救助活動が続いている。そのほか２人がけがをしているとみられる。
トラックが横転して積んでいたブロックが散乱し、道路がふさがっていることから、首都高速では一部区間で渋
滞が発生している。


